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第１章 序論 

 計画策定の趣旨 

総合計画は、佐賀市が“長期的な視点に立って、どのような姿を目指し、何を行っていくの

か”をまとめた計画です。 

 これから先の時代を見据えたとき、さまざまな変化が待ち受けています。この変化に向き合

い、一人ひとりが幸せに暮らせるまちをつくるためには、市民や市民活動団体、事業者のみな

さんと行政が力を合わせてまちづくりを進めることが大切です。 

 多くの方の声をもとに描いた目指す姿を共有し、その実現に向けて取り組む指針を示すもの

として、この「第３次佐賀市総合計画」を策定します。 

 

 

 

 

 計画の位置づけ 

「第３次佐賀市総合計画」は、まちづくりの指針を示すものであり、市の最上位計画に位置付

けられます。 

一方、私たちが協力してまちづくりを進めるためには、それぞれが担う役割等を定めるルー

ルが必要で、そのルールは「佐賀市まちづくり自治基本条例」に示されています。 

この計画と条例が相互に補完しながら、佐賀市のまちづくりを進めます。 

  

まちづくりのルール まちづくりの指針 
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 計画の構成と目標年次 

○計画の構成 

 
 

※総合戦略は、総合計画の実施計画として位置づけ、重点的に取り組む事業を選定・体系化 

 

○目標年次 

 

 

この計画では、人口減少をはじめとした、将来の社会変化を踏まえ、目指す「将来のまちの

姿」の実現に向けて、何をしなければならないのかということを示す「バックキャスティング」の

考え方を採用しています。 

また、本計画は、2040年までの長い期間を対象としています。 

計画については必要に応じて不断に見直しを行い、今後の社会変化などに柔軟に対応して

いくこととします。 
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 計画の進行管理 

 この計画の目指す姿を実現するため、さまざまなことに取り組みます。この取組の状況や進

捗、成果等を丁寧に把握し、その結果を次の取組に反映していくことが重要です。 

このため、「行政評価」の仕組みを使って、総合計画に関係するさまざまな取組の状況や進

捗、成果等を十分に把握し、着実な実現を目指していきます。 
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 社会の潮流 

今後、市を取り巻く社会・経済は大きく変化していくことが見込まれています。  

起こり得る変化を予想し取り入れることで、時代に即した計画としていきます。 

 

❶AI等の最新技術の活用 
〇ＡＩをはじめとした技術は、急速に進歩しています。今後もさまざまな分野で、新しい技術の

開発や進歩が次々と起こることが期待されています。 

〇こうした新しい技術は、これから起こる地域のさまざまな課題を解決する鍵であり、積極的

に取り入れることが求められます。 

 

➋激甚化する災害への備え 
〇気候変動により、多くのまちで１０年間に１回以上の水害が起きています。 

〇災害が発生した際には被害ができる限り小さく済むように、自助・共助・公助が連携して

日頃からの十分な備えを行うことが必要です。 

 

❸こどもや若者、子育て当事者の視点の重視 
〇全てのこどもや若者が、心もからだも元気で幸せに生活を送ることができる社会が期待

されています。 

〇こどもや若者、子育てをされているみなさんの目線に立ち、「いちばんの幸せは何か」を常

に考え、それぞれの状況に寄り添ったきめ細かなサポートを行うことが期待されていま

す。 

 

❹多様性のある社会の実現 

〇理想とする暮らし方、働き方、家族の在り方といった価値観は、グローバル化や情報化な

どの影響で多様化しています。 

〇考え方や文化の違いをお互いが認め合い、手を取り合って、ともに生きる社会づくりが必

要です。 

 

❺文化・スポーツによるまちづくり 

〇パンデミックを通じて、あらためて、文化やスポーツには地域や人を幸せにしてくれる大き

な役割があると認識しました。 
〇する人、みる人、ささえる人のそれぞれが、文化やスポーツに親しめる環境づくりが必要

です。 
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❻新しい健康社会の実現 
〇高齢化が進むことで、病院等での治療だけではなく、普段の生活の中での健康づくりがよ

り大切になってきています。 

〇新しい技術を使った取組など、未来の健康づくりの推進が必要です。 

 

❼地域経済における経済循環の重視 
〇人口減少によって、まち全体の経済が縮小していく恐れがある中、生産性を上げたり、新

しい産業を育成したりすることが大切です。 

〇まちの中の経済循環に着目し、この流れをよりよいものにするための取組を行うことが必

要です。 

 

❽人中心の社会への転換 
〇これから迎える社会では、みなさん一人ひとりの豊かさや幸福度に着目することが重要で

す。 

〇サービスの総量が減る中で、人が社会に合わせるのではなく、社会が人に合わせていくと

いった「発想の転換」が必要です。 

 

❾コンパクトなまちづくり 
〇人口減少が進む中でも元気なまちを維持するためには、都市機能を効果的に誘導し、集約

することで、まち全体の利便性を上げることが大切です。 

〇これに合わせて、集約した各拠点を結ぶコンパクト・プラス・ネットワークのまちづく

りが必要です。 

 

➓脱炭素社会の実現 
〇現在、パリ協定に基づいて世界中で地球温暖化対策に取り組んでおり、日本においても、

2050年までの温室効果ガス実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指しています。 

〇これからは、市民や企業のみなさんなどと一緒になって、このカーボンニュートラルの実現

を目指していく必要があります。 
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 みなさんの声 

 市では、市民のみなさんとともに目指す「将来のまちの姿」を考えるために、さまざまな機会

を用意し、これまでに多くのご意見をいただきました。 

 

①市民アンケート 

いまと未来の佐賀市のイメージ 

●市民のみなさんとともに目指す「将来のまちの姿」を考えるために、市民のみなさんに「いま

と未来の佐賀市のイメージ」をうかがいました。 
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佐賀市の魅力や市外の人に自慢できること（自由記述） 

●いまの「まちの魅力」の具体的な内容としては、「豊かな自然やその景観」「のどかな暮らし」

「娯楽・イベント」「便利な交通」「美味しい食事」を挙げる方が多くみられました。 

 
 

 

将来(2040年頃)の佐賀市がこんなまちになってほしいと思うこと（自由記述） 

●理想の「将来のまちの姿」の具体的な内容としては、「交通の利便性強化」「福祉機能の向上」

「子育て環境の向上」「暮らしやすさ」を挙げる方が多くみられました。 
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②高校生ワークショップ・市長と意見交換 

これからの未来を担う高校生のみなさんと一緒に、「いまのまちの魅力」や「将来のまちの

姿」を考えました。 

 

●「いまのまちの魅力」として、「ひと」「まち」「食べ物」「自然」を挙げる方が多くみられました。 

●理想の「将来のまちの姿」として、「教育」「多様性」「技術」「交流」を大切にしたまちづくりを

望む声が多くみられました。 
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③大学生ワークショップ 

市内・市外の大学生のみなさんに、「いまと未来の佐賀市のイメージ」をうかがいました。 

 

●今のまちに対して、全体的に好意的な意見が多く、発展途上のまちであるものの、「住みやす

い」「暮らしやすい」という声が多くみられました。 

●2040年のまちの姿として、「子育てのしやすさ」「高齢者の暮らしやすさ」「自然の豊かさ」

を大切にしたまちづくりを望む声が多くみられました。 
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第２章 人口ビジョン 

 人口ビジョンの趣旨 

 人口構造の変化と推移 

 将来の人口構造等の展望 
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第２章 人口ビジョン 

 人口ビジョンの趣旨 

市の人口ビジョンや国立社会保障・人口問題研究所の推計では、将来の市の人口減少や人

口構造の変化を予測しています。特に２０４０年には、団塊ジュニア世代が６５歳以上の高齢者

となり、人口構造が大きく変化することが見込まれています。仮に出生率が回復したとしても、

人口は減り続け、ある程度の人口減少は防げません。そのため、人口減少は避けられない未来

となることを認識し、「少子化の課題」と「人口減少による課題」は切り分けて考える必要があり

ます。 

それぞれの分野において、人口減少の幅を上向かせるための政策を立案し、発想を転換した

まちづくりをバックキャスティング思考で進めることが必要です。 

 

 

【人口減少に対する考え方】 
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 人口構造の変化と推移 

将来推計人口 

○ポイント   

市の総人口は2040年に20.1 万人と、2020年（23.3 万人）比で 14％減になると推計

されています。 

年齢区分別でみると、老年人口は増加を続けているものの、2040年にはピークを迎え減

少へ転じることが見込まれています。 

 

【年齢区分別人口の推移（佐賀市）】 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度） 
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 将来の人口構造等の展望 

人口ピラミッド 

○ポイント 

２０４０年には団塊ジュニア世代が６５歳以上の高齢者になります。 

市の人口の総量が減ると同時に人口構造が変化し、生産年齢人口約２人で 1人の老年人口

を支える構造（2020年）から、約 1.46人で 1人を支える構造となると推計されています。 

 

【人口ピラミッドの推移（佐賀市）】 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度） 

○ポイント 

２０２０年と２０４０年の人口ピラミッドを重ねると、老年人口が増加し、生産年齢人口・年少

人口が減少することが分かります。 

 

【 2020年と 2040年の人口ピラミッドの比較（佐賀市）】 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度） 
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国立社会保障・人口問題研究所推計との比較 

○ポイント 

佐賀市人口ビジョン（令和４年度）と国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の将来推計人

口（令和５年）の将来推計人口を比較しても、市の人口が減少傾向にあることは変わりません。 

国立社会保障・人口問題研究所の推計の方が、人口の減少率はより緩やかに推移すると見

込んでいます。 

 

【将来人口推計（佐賀市）】 

 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度） 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」 

    ※令和32年以降の推計値は、国立社会保障・人口問題研究所推計の条件を変えずに 

市が独自に推計したもの 

 

 

 

日本の合計特殊出生率 

○ポイント 

 合計特殊出生率について、現在の人口を将来にわたって維持し続けることができる水準 （＝

人口置換水準）は、２．０７とされています。 

しかし、我が国では、最も出生数が多かった第２次ベビーブーム期（1971年-1974年）に

おいて2.14 であり、第２次ベビーブーム以降は一貫して2.07を下回っており、近年では

1.3 台を推移している状況です。 
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【日本の出生数と合計特殊出生率の推移】 

 
出所：厚生労働省「人口動態統計」、 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」 

 

 

 

出生率シミュレーション 

○ポイント 

市の出生率が、現在の出生率（1.61）から人口置換水準（2.07）まで上がった場合でも、一

定水準までは人口減少が続くことが想定されます。 

仮に、現在の市の人口水準を維持するためには、3.9 程度の出生率が必要です。 

 

【出生率シミュレーションに基づく将来人口の推移（佐賀市）】 

 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度）から推計 

 

 

 

 

（人） 



18 

 

【コラム：なぜ、出生率が人口置換水準まで上がっても、人口が減少し続けるのか？】 

市では、既に高齢者の人口割合に対して生育年齢の人口割合が少ないため、仮に出生率が

人口置換水準を達成したとしても人口減少は避けられません。 

 

 

 

出所：佐賀市人口ビジョン（令和４年度）から推計 

 

2040年の変化 

これらの推計を踏まえ、２０４０年に起こる変化として考えられるのは、まず高齢者が増え、そ

れを支える若者が減ることです。そして、働く人の減少が加速することも予想されます。このこ

とは、社会保障のバランスの変容や経済の縮小などをもたらすことが考えられます。 

 

【2040年に予想される変化】
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このほかにも… 

 

発想の転換 

この人口構造が変化する時代において、佐賀市が変化に向き合い進化し続けるためには「発

想の転換」を意識することが重要です。 

「高齢者が増え、それを支える若者が減る」という変化に対しては、人口減少を踏まえた発想

の転換を行う必要があります。これまでは年齢を基準とした構造でしたが、これからは、年齢だ

けを基準としない構造へ発想を転換する必要があります。そのためには、子育て環境・就労環

境等を柔軟に変化させていく取組が必要です。 

 

【2040年の変化を見据えた「発想の転換」のイメージ】 

 
出所：内閣府参与資料を参考に佐賀市作成
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この構造変化を実現させるためには、「気づきの処方」を連鎖させていくことが重要です。 

人はやりたいことができていると生きやすくなります。しかし、高齢者や障がい者には、困り

ごとが多いという先入観が生まれている現状があります。この現状を技術等の活用によって、

一人ひとりが困りごとを克服する術があることに気づき、「困りごとは克服することができる」

と社会が連鎖的に気づくことができれば、みんながやりたいことができ、生きやすい社会を実

現できます。 

 

【「発想の転換」を実現するための「気づきの処方」の連鎖イメージ】 

 

 

 
出所：内閣府参与資料を参考に佐賀市作成 
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加えて「働く人が減少する」ということに対しても、発想の転換が必要です。これまではサー

ビスの供給量を高めることが求められてきましたが、働く人が減る中で高めるべきなのは、生

産性や多様な働き方です。 

AI 等の最新技術やデータの活用によって生産性を上げながら、働く人が働きやすく、自分ら

しく働ける社会をつくっていくことが重要です。 

 

【働く人が減少することに対する「発想の転換」を実現するためのイメージ】 
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第3章 2040年に目指す姿（基本構想） 

 2040年の将来像 

 AI 等の最新技術とデータを活用したまちづくり 

 土地利用 
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第３章 2040年に目指す姿（基本構想） 

 

計画体系図 
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 2040年の将来像 

■将来像 

『佐賀らしさでみんなが上を向くまち（仮）』 

 

私たちはこれまで、「佐賀らしさ」というものにどれだけ目を向けてきたでしょうか。 

 

豊かな自然に囲まれながら、都市と調和した便利な暮らしができること。 

平坦で広い平野の上で、どこまでも続く広い空の下で、のびのびと過ごせること。 

身近なところに温泉があり、美味しい食事に囲まれていること。 

ときに街に出かけ、ときにスポーツや文化に夢中になる、そんなワクワクがたくさんあるこ

と。  

暮らす人々がふれあい、つながり合う、あたたかい地域があること。 

 

暮らしの中で当たり前に感じていることが、実は、私たちが好きな「佐賀らしさ」でもありま

す。 

 

この「佐賀らしさ」をこれから先も大切にしていきたい。 

これから新しく生まれる技術や発想で、この「佐賀らしさ」をもっと磨き上げていきたい。 

 

そして、２０４０年に佐賀市に暮らす人々、佐賀市を訪れる人々が、「佐賀らしさ」に触れ、幸せ

で、豊かな気持ちでいてほしい。 

 

このような願いを込めて、この第３次佐賀市総合計画では、２０４０年における「佐賀らしさ」

が「みんながこのまちのことを好きで、一人ひとりが自分らしく暮らせること」となるよう目指

します。 

 

そして、時代が大きく変化する中であっても、大空に浮かぶバルーンを見上げるように「佐賀

らしさでみんなが上を向くまち」を２０４０年に目指す将来像に掲げます。 
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■将来像に向けた目標 

 

２０４０年における「佐賀らしさ」が、 

「みんながこのまちのことを好きで、一人ひとりが自分らしく暮らせること」 

となることを目指して… 

 

 

○変化に向き合い挑み続けることで進化し続ける「まち」になろう 

気候変動や災害の激甚化、人口構造の変化等、私たちを取り巻く環境は大きく変化していき

ます。私たちの「まち」も、常に時代や社会の変化に対応することを求められています。 

これまでにあった資産や歴史を守ることは前提として、一方で、変化に向き合い進化に変え

ていくこと、まちが持つ自然や個性、人々のつながりを大切にしながら変わり続けることで、こ

のまちに住む人来る人にとって心地よいまちづくりを進めていきます。 

 

○どんな「ひと」も自分らしく幸せに暮らせるまちにしよう 

これから目指すまちづくりは、「ひと」が中心のまちづくりです。人口減少の局面を迎える中

では、暮らしの基盤となる経済的な価値だけでなく、一人ひとりの幸福や体験の豊かさといっ

た心の価値の両方を大切にしなければなりません。 

新しい発想や技術は取り入れる一方で、どんな人も自分らしく暮らせることを大切にするこ

とで、みんなが幸せに思えるまちづくりを進めていきます。 

 

○どんな人も自分らしい「しごと」で新たな価値を生めるまちにしよう 

「しごと」の在り方は時代とともに大きく変化し、内容だけでなく、働き方や「しごと」への向

き合い方も多様化しています。 

一人ひとりが自分に合った「しごと」を選び自分らしく働けるような、選択肢の多い環境をつ

くる。そこから新たな価値が生まれ、一人ひとりの豊かな暮らしをつくり、まちの明日の活力と

なる。働く人の視点を大切にしながら、「しごと」から生まれる価値を追求するまちづくりを進

めていきます。 
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 AI 等の最新技術とデータを活用したまちづくり 

 

     価値観を変え、佐賀らしさを引き立てるまちづくり（仮） 

      ：２０４０年の暮らしを支え、幸福を実感できる佐賀市へ 

 

２０４０年の未来、人口構造をはじめとしたさまざまな変化が予想される中、この変化に挑み

続けるために最新技術とデータは重要なカギとなります。 

 

人口が増えている時期は、サービスが次々と供給されていたため、人がサービスに合わせれ

ば効率が上がりました。しかし、これからの人口が減少する局面ではサービスの総量が減るた

め、サービスが人々の暮らしに合わせる必要があります。つまり、人が社会に合わせるのでは

なく、社会が人に合わせていく時代になってきています。 

 

社会が人に合わせるためには、最新技術やデータの活用が必要不可欠であり、技術の進歩こ

そが、私たちの未来を明るくすると考えています。そこで、この総合計画を推進していく上で、

私たちは最新技術とデータを積極的に活用していきます。目指す方針は、「価値観を変え、佐賀

らしさを引き立てるまちづくり」です。 

 

社会が人に合わせることで、一人ひとりの暮らしが便利になり、時間や心に余裕をもたらし

ます。その結果、人々は物質的な便利さや機能性を求めるのではなく、本質的な幸せ、例えば

良好な環境や健康を大切にするように価値観を変えるのではないでしょうか。そして、地域と

深く結びつきながら、互いに助け合うコミュニティ、都市と自然が調和した生活、美味しい食べ

物…そんな佐賀らしさは引き立ち、人々が幸せに暮らせるまちとして選ばれ、磨き上げられて

いくと考えます。 

 

最新技術とデータの活用によって、物質的な豊かさ＝便利から、精神的な豊かさ＝幸福に価

値観が変化し、それに合わせたまちづくりにシフトしていく。このことが２０４０年の暮らしを支

え、幸福を実感できる佐賀市となるようなまちづくりを目指します。 

  

方針 
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  出典：デジタル庁の資料を参考に佐賀市作成 
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○データを活用した幸福度 

人の幸福は「幸福の土台」から「一人ひとり多様な幸福」までが重なって成り立ってい

ます。 

市民が幸福を実現するためには、「幸福の土台」、具体的には、医療・福祉や教育、雇用

といった「幸福の基礎」やコミュニティ支援による「つながりとしての幸福」を行政の施

策等で支え、そのことによって市民が「一人ひとり多様な幸福」を十分に追求できるまち

づくりが必要だと考えます。 

そのためには、それぞれの施策が市民の目線に立ち、市民の暮らしやすさや幸福度につ

ながっているか確認しながら進めることが必要です。幸福度については、地域幸福度

（Well-Being）指標等のデータを活用し、「佐賀らしさ」に気づく材料とするとともに、こ

のデータに基づいた立案・検証を進めることとします。 

 

【人の幸福の成り立ちのイメージ】 

 

出所：広井良典教授（国立大学法人京都大学 人と社会の未来研究院）の提唱する 

「幸福の重層構造」をもとに佐賀市作成 
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［参考｜地域幸福度（Well-Being）指標とは］ 

客観指標と主観指標のデータを活用し、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感」を指標で数

値化・可視化したもの 

ランキングではなく、自治体が「個性を磨く」機会を創出する目的 

 

【地域幸福度（Well-Being）指標の考え方】 

 

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 

「地域幸福度（Well-Being）指標 利活用ガイドブック」 
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●佐賀市の“幸福度”指標 

【佐賀市の地域幸福度（Well-Being）指標】 

 

今回の総合計画策定のために

アンケート調査を実施した結

果を反映しています。 

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート 

「地域幸福度（Well-Being）指標（令和５年度）」 

 

佐賀市の Well-Being 指標を俯瞰したとき、「地域とのつながり」「住宅環境」「自然の恵

み」など、「都会にはない暮らしやすさ」に関する指標が高いことが特徴（＝佐賀らしさ）

となっています。 

こうした「佐賀らしさ」を踏まえつつ、市民のみなさんの幸福度を上げるには、「都会に

はない暮らしやすさ」を磨き上げながら、指標が低い「移動・交通」「デジタル生活」など

の「利便性を向上」することによって、より豊かに暮らせるまちになることが重要です。 

 

 

【1 住宅当たり延べ面積】 

 

「住宅環境」を例に挙げると、佐賀市民

は、東京都 23 区民と比べて 1.5 倍以上

の広さの家に住んでいます。 

 

 

 

出所：総務省統計局「平成30年住宅・土地統計調査」 

 

 

  

 



31 

 

 土地利用 

●2040 年に向けた土地利用の方針                     

これからのまちづくりは、都市機能を集約したコンパクトなまちを形成しつつ、各拠点

を公共交通等のネットワークで結ぶことが必要です。この考え方を基本とし、みんなに愛

される「佐賀らしさ」あふれるまちを目指して、地域の特性を踏まえた４つのゾーンに分

けて土地利用の計画を示します。 

 

●方向のイメージ図（将来都市構造図） 
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① 都市ゾーン 

 

○ 佐賀市の中心部、大和町、諸富町の市街地を都市ゾーンと位置づけ、誰もが多様なサー

ビスを受けられるように、生活利便性の維持向上につながる都市機能を誘導し、各拠点

間をネットワークで結ぶ都市的土地利用を進めます。 

 

 

② 田園集落ゾーン 

 

○ 主に川副町、東与賀町、久保田町などに位置する田園集落ゾーンは、農用地の保全に努

めるとともに、災害リスク等に十分配慮しながら各拠点を含む集落機能の維持や地域振

興を促す適切な土地利用を進めます。 

 

 

・佐賀大和インターチェンジ周辺とそれに接続する主要幹線道路沿線は、広域的な交通利

便性や既存の工業団地を生かし、周辺の自然や農用地との調和を図りながら、産業用地

としての土地利用を誘導します。 

 

 

・鍋島貨物駅に近接する佐賀唐津道路の広域的な交通利便性を生かし、その沿線に産業

振興を促す土地利用を検討します。 

 

 

・有明海沿岸道路沿線に、広域道路ネットワークを生かした新たな産業基盤や各地域の

特色を取り入れた人々の交流を促す土地利用を検討します。 

 

 

③ 山村集落ゾーン 

 

○ 富士町や三瀬村などに位置する山村集落ゾーンは、山間部や里山の森林等を保全し、 

豊かな自然とふれあう場として活用するとともに、各拠点の集落機能を維持します。 

 

 

④ 有明海沿岸ゾーン 

 

○ 有明海の海岸域に位置する有明海沿岸ゾーンは、雄大な干潟等の豊かな自然環境を保全

するとともに、魅力ある地域資源を生かし、人々の交流や体験学習の場として活用しま

す。また、九州佐賀国際空港のポテンシャルを生かして、国際交流の拠点となるよう促

します。 

  

Ⅰ 佐賀大和ＩＣ周辺エリア 

ゾーン 

Ⅱ 佐賀唐津道路沿線エリア 

Ⅲ 有明海沿岸道路沿線エリア 
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第４章 各分野の目指す姿（基本計画） 

 横断的な視点 

 分野別の目指す姿（分野別計画） 

 分野別の目指す姿（SDGｓと政策の対応） 
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第４章 各分野の目指す姿（基本計画） 

 横断的な視点 

「2040年の将来像」の実現を目指すにあたり、政策分野において課題が生じることが見込

まれますが、「発想の転換」で新たな機会を創出し、幸福度（Well-Being）の高いまちづくりに

生かしていきます。 

そのために、それぞれの分野の枠を超えた横断的な視点として、「主体性」「多様性」「持続性」

「柔軟性」の 4つの視点から横断的に施策を展開します。 

 

❶主体性・・・主体性を持ち、安心して暮らし続けられる地域社会へ 
少子・高齢化等の社会情勢の変化に対応し、安全で快適なまちづくりを進めるには、住む

人々のつながりや関係性を日々充実させ、市民等（市民、民間企業、地域コミュニティ等）が主

体のまちづくりが求められています。 

市民等と行政が互いに情報共有を行い、主体性を尊重してみんなが積極的に参加し、お互

いに得意なことを生かして協働する、みんなで進めるまちづくりを進めていきます。 

 

➋多様性・・・多様性を理解し、尊重する社会へ 

社会情勢や構造は常に変化しており、市民の価値観や生活スタイル、ジェンダーなどの多様

性を認め合う社会の実現が求められています。 

このような変化を互いに受け入れながら、市民がそれぞれの立場、特性、権利を理解し、尊

重した上で支え合い、一人ひとりが豊かな暮らしを送ることができるように、みんなが積極的

に協力する社会を目指します。 

 

❸持続性・・・持続性を追求し、次世代につながる社会へ 

気候変動から地球を守るために、今、世界的に具体的な対策が求められています。 

自然環境に負荷の少ないエネルギーの活用や脱炭素型のライフスタイルを進めることで、カ

ーボンニュートラルの実現を目指します。また、産業革命以来の化石燃料中心の経済・社会、産

業構造をクリーンエネルギー中心に移行させた経済社会システム全体の変革にも注目していき

ます。 

 

❹柔軟性・・・柔軟性を高め、変わり続ける社会へ 

ＡＩ等の新しい技術の進歩や新しい発想は日々生みだされており、世の中は急速に変化し続

けています。これからの時代に適応していくためには、変化やその予測を機敏に察知し、素早く

対応していく姿勢が求められます。 

時代に取り残されることがないように、変わることを恐れず、新しいものを次々と取り入れ

ていくことで、変わり続ける社会を目指します。 



35 

 

 分野別の目指す姿（分野別計画） 
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 分野別の目指す姿（SDGsと政策の対応） 

持続可能なまちづくりを進めるためには、地域の内外に関わらず、地域に関わる一人ひとり

が地域の担い手として自ら積極的に参画し、地域資源を活用しながら、地域の実情に応じた発

展を実現していく必要があります。そのためには、若者、高齢者、女性、障がい者、外国人など、

誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる地域社会を実現することが重要です。 

国連では、2015年 9月に2030年までの目標として、17の貧困や飢餓の根絶・福祉の

推進等の開発目標として―「SDGｓ」（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）を掲げ、国際

社会全体の課題として取り組んでいます。 

市においても、「誰一人取り残さない」社会の実現というＳＤＧｓの理念を踏まえ、ＳＤＧｓを原

動力として、まちづくりを進めることが求められています。 

 

 

出所：国際連合広報センター 
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政策とSDGｓ関連一覧表 

 

01 子育て・教育 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

02 健康・福祉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

03 文化・スポーツ 〇 〇 〇 〇 〇

04 経済・観光 〇 〇 ○ 〇 〇

05 農林水産 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

06 生活・環境 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

07 コミュニティ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

08 防災・安全 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

09 都市・交通 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 行政経営 〇 〇 〇 〇

対応するSDGs

基本政策


